
平成 30年度 第９回「グループホームたなお」運営推進会議 

 

日 時：平成 30年 9月 15日 １４：００～１５：００ 

場 所：グループホームたなお内 

参加者：ご家族４家族 4名 

碧南市高齢介護課職員１名 

棚尾町おこしの会１名 

ＧＨ管理者 

 

１．管理者あいさつ 

２．出席者紹介 

 

３．前回会議からの運営状況について 

 １）入退去について 

 ・退去者   ：なし 

 ・新規入居  ：希望の華１名 

 ・待機状況  ：待機者 16名（男性 4名、女性 12名）※前回会議以降２名新規申し込み 

・入居者数  ：１８名 夢の華  ：9名（男性 2名・女性 7名） 

      希望の華：9名（男性 2名・女性 7名） 

平均年齢：87.6歳（76歳～100歳） 

介護度  ：Ⅰ…9名 Ⅱ…7名 Ⅲ…2名 平均介護度：1.6 

 

２）職員の異動について 

・前回会議からの入退職・異動なし 

 

３）事故・急変・医療連携等について 

※7～８月分の集計 

 ・事故発生状況：転倒 4件、転落 1件、離設 2件、服薬ミス 6件、切傷 1件、その他１件  

計 15件 

 ・ヒヤリハット：転倒 13件、転落 7件、離設 0件、服薬ミス 7件、切傷 2件、その他 2件  

計 31件 

 ・救急搬送  ：0名 

 ・入院    ：1名 腹部内の炎症で入院中 

 ・盛田歯科  ：月２回３名利用 

 ・訪問看護ステーション碧：週１回 

 ・看取り対応者：1名 

 

 

 



 ４）イベント関係について 

 ・個別外出：毘沙門さんへお参り、理容付き添い、ベルサウォーク外食、衣浦花火大会見物 

       棚尾地区盆踊り参加、源氏町地蔵祭り参加 

 ・イベント：ホームでの花火大会は強風のため中止した 

・今後の予定：流しそうめん（9/21）、RUN伴参加（9/30）、日帰り旅行（10/11） 

      たなお村まつりブース出展（11/3） 

 

 

５）防災訓練・防災対策について 

・8/26棚尾地区の防災訓練に参加３名が体調不良のためにホーム残り 

 入居者１５名に対し職員５名、車椅子４台使用し避難完了まで４５分 

 棚尾地区の方がグランド内での誘導補助及び避難所内での見守り補助協力をして頂いた 

・台風 21号時の対応として、前日までに IHを使用しなくても調理できる食材の買い出し 

 カセットコンロ、ランタン、ヘッドタイプのライトの準備 

 警報発令時は管理者がグループホーム待機 

 

６）研修参加状況 

・8月 27日リハビリ屋主催：リハビリ ROM ver痛みのケア研修に１名 

・8月 27日愛生館主催：「老いを生きる～老いを生き、病を生き、死をも生きる」研修に２名 

・9月 6.7日愛知県福祉人材センター主催：キャリアパス・リーダーコース研修に１名 

・9月 12～日愛知県社会福祉協議会主催：介護支援専門員更新研修に１名受講中 

・9月 13～日愛知県社会福祉協議会主催：認知症介護実践者研修に１名受講中 

・ホーム内にて上記研修後の伝達研修を各ユニット会議内にて実施 

・8月 16日株式会社 IDOによる主任・リーダー向け内部研修の実施 

 

・認知症サポーター養成講座講師（キャラバンメイト連絡会依頼） 

・福祉職員キャリアパス対応生涯研修課程管理者コース講師（愛知県社会福祉協議会依頼） 

・認知症介護実践者研修講師（愛知県社会福祉協議会依頼） 

 

７）地域・行政との連携 

・たなお町おこしの会参加（欠席） 

・棚尾地区自主防災を考える会参加（欠席） 

・碧南市キャラバンメイト連絡会参加 

・碧南市初期集中支援チームチーム員会議及び訪問 

 

７．その他 

 ・ 

  

 



８．意見交換 

・災害時少数のスタッフで 18名の入居者を避難させることは困難なため、家が近い家族としてはま

ずグループホームに来て誘導を手伝えるのであれば手伝います（ご家族） 

・避難誘導経路が川沿いになっているが、過去の水害を考えると危険ではないか？ 

 →最短ルートが川沿いになっているが、川沿いを避けると更に全員避難までの時間を有すことにな

るが、ルートについては再検討したい 

・避難場所が棚尾小学校になっているが、実際はもの作りセンターなどでも避難場所としては機能す

るのではないか、そちらの方が多少距離が近いのではないか？ 

 →実際の災害時は避難施設問わず逃げられる場所に避難することが大切（町おこしの会） 

・実際避難した後の事もある、今地域の棚尾地区自主防災の会にも参加させて頂き、福祉避難所のよ

うな事も地域の人と一緒に検討している。 

・災害時に問わず地域の方の協力を得るためには、まずはグループホームの存在を知ってもらい理解

してもらわなければいけない為、積極的に地区の行事に参加したり、グループホームから出ての活

動に力を入れている。 

 

 

 

次回：平成 30年 11月 17日（土）14：00～ 


